聖マリアンナ医科大学病院を受診する皆さんへ

胸部ステントグラフト内挿術後に外科的治療を必要とした原因の究明とその治療成績
(1) 研究の目的
心臓血管外科では、通常診療の診療録を用いた胸部大動脈瘤または大動脈解離に対する胸部大動脈ステントを用いた血管内治療の治療成績を検証することにしました。この研究では、ステントグラフト治療後に起こりうる有害事象の原因を抽出しその手術成績を明らかにすることで、今後の診療に大いに役立てることができると考えています。
(2) 研究対象について
調査対象期間は2009年9月1日から2022年9月30日としました。この間に、当院で胸部ステントグラフト内挿術の手術を受けられた方のデータです。
収集するデータ項目は、年齢　性別、併存症、初回治療後から直達手術介入までの期間とその要因、入院期間　治療日、人工呼吸器装着時間、Critical Care Unit滞在時間並びに術後の神経学的合併症の有無、30日及び入院死亡率、術後経過と退院後の経過です。尚、当該試験参加における通常診療費以外に特別にご負担いただく費用はございません。また、研究に協力しないことによって不利益な取り扱いを受けることはありません。
(3) プライバシー保護について
この研究は聖マリアンナ医科大学病院心臓血管外科が中心となる研究であり、全てのデータは、個人識別番号を除いてコード化されたものを使用するため、個人が特定できるような情報が外に漏れることは一切ありません。
(4) 研究結果の公表について
本研究結果は、医学研究雑誌や関連学会等で発表される予定です。その場合にも個人を特定できる情報は一切含まれませんのでご安心ください。　
[bookmark: _GoBack]※本研究の実施期間は、承認日から2025年6月30日までです。この研究対象になられる方で、ご自身の登録情報の除外を望まれる場合は、2025年4月30日までに、下記の問い合わせ先までご連絡ください。
問い合わせ先
聖マリアンナ医科大学病院
住所：216-8511 神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1
電話：044-977-8111 (代表)　受付時間：午前9時から午後5時
担当医師：心臓血管外科　縄田　寛　内線3230  PHS 80286
